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市内児童生徒の作品紹介地域や県、全国大会で入賞した
（敬称略・順不同）※学年は受賞時の学年

❀
３
３
３
Ｅ
地
区
ガ
バ
ナ
ー
賞

　

鈴す
ず
き木　

花か
の
ん音

（
岩
瀬
西
中
２
年
）

❀
入
選

　

利と
ね
が
わ

根
川　

梨り
ん
か花

（
雨
引
小
６
年
）

❀�

下
館
税
務
署
管
内�

�

租
税
教
育
推
進
協
議
会
長
賞

　

渡わ
た
な
べ邊　

凛り
ん

（
坂
戸
小
６
年
）

❀
下
館
法
人
会
女
性
部
会
優
秀
賞

　

古ふ
る
は
し橋　

蒼そ
う
た太

（
雨
引
小
６
年
）

❀
入
選

　

太お
お
た田　

惺せ
い

（
岩
瀬
小
２
年
）

❀
入
選

　

中な
か
の野　

晴は
る
か香

（
大
和
中
３
年
）

第
48
回

�

こ
ど
も
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル

茨
城
県
小
中
学
校

�

美
術
展
覧
会 

茨
城
県
小
中
学
校
美
術
展
覧
会 

税
に
関
す
る

�

絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル

中
学
生
の

�

税
に
つ
い
て
の
作
文

❀日本教育美術連盟理事長賞
　大

おおもり

森　凱
と き や

也（真壁学園３年）

❀入選
　加

か と う

藤　寧
ね ね

々（羽黒小６年）

❀入選
　北

きたじま

島　一
い つ き

樹（大国小４年）

❀入選
　児

こ じ ま

島　希
き わ

和（坂戸小６年）

❀入選
　谷

や た べ

田部　愛
あい

（真壁学園９年）

❀入選
　栗

くりざき

﨑　晴
せ い た

太（南飯田小６年）

❀入選
　穐

あきやま

山　史
し ほ

歩（岩瀬東中１年）

ラ
イ
オ
ン
ズ

�

国
際
平
和
ポ
ス
タ
ー

❀�

茨
城
県
租
税
教
育
推
進
協
議
会

会
長
賞

・
戦
争
と
税

　

�

船ふ
な
と
が
わ

渡
川　

か
の
ん

�

（
真
壁
学
園
９
年
）

❀�

茨
城
県
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会

会
長
賞

・
税
へ
の
関
心
を
持
ち
続
け
る

　

��

川か
わ
つ津　

永と

わ翔
（
真
壁
学
園
９
年
）

❀�

下
館
税
務
署
長
賞

・�

税
金
の
お
か
げ
で

　

林は
や
し　

優ゆ
う
な菜

（
岩
瀬
東
中
１
年
）

❀�

桜
川
市
長
賞

・
将
来
が
よ
り
よ
く
な
る
た
め
に

　

鈴す
ず
き木　

蒼あ
お
い唯

（
大
和
中
３
年
）

❀�

真
結
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会

　
会
長
賞

・
私
た
ち
の
暮
ら
し
と
税

　

�

仲な
か
み
が
わ

見
川　

心ゆ

あ彩
（
岩
瀬
西
中
３
年
）

・�

こ
れ
ま
で
の
税
金
と
こ
れ
か
ら

の
税
金

　

永な
が
ほ
り堀　

朔さ
く

（
岩
瀬
東
中
２
年
）

❀�

下
館
税
務
署
長
賞

・
教
科
書
の
あ
の
言
葉

　

長な
が
ぬ
ま沼　

莉り

な愛
（
真
壁
高
校
１
年
）

※�

各
コ
ン
ク
ー
ル
で
受
賞
さ
れ

た
一
部
の
作
品
を
紹
介
し
て

い
ま
す
。
紙
面
の
都
合
上
、

掲
載
が
で
き
な
か
っ
た
作
品

も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

　

広
報
紙
で
チ
ー
ム
の
活
動
を
紹

介
し
ま
せ
ん
か
。
市
内
の
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
・
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
を

募
集
し
ま
す
。

　

興
味
の
あ
る
チ
ー
ム
の
代
表
者

や
関
係
者
の
方
は
、
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

■
対
象
／
主
に
市
内
で
活
動
す

る
、
小
学
生
ま
で
が
所
属
す
る
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
・
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー

ム■
掲
載
内
容
／
チ
ー
ム
名
、
競
技

名
、
対
象
、
活
動
場
所
、
活
動
日
、

活
動
紹
介
文
（
１
２
０
字
程
度
）、

代
表
者
お
よ
び
連
絡
先
、
写
真
１

枚
（
集
合
写
真
や
活
動
の
様
子
が

分
か
る
も
の
な
ど
）、ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど

※�

毎
月
１
日
号
で
掲
載
予
定

■
申
込
方
法
／
電
話
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
そ
の
際
に
、
詳
細
を
ご

案
内
し
ま
す
。

■
そ
の
他
／
既
に
掲
載
と
な
っ
た

チ
ー
ム
・
団
体
の
掲
載
は
で
き
ま

せ
ん
。
ま
た
掲
載
順
は
、
応
募
が

あ
っ
た
も
の
か
ら
先
着
順
と
し
ま

す
。
希
望
す
る
時
期
に
掲
載
が
で

き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
秘
書
広
報

課
（
☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３

１
１
１
代
表
）

　私たち桜川スイミングクラブは「健康
で元気な子どもたちに」を目標に活動を
行っています。１月に行われた関東大会
では、メドレーリレーで優勝することがで
きました。水泳が苦手な子でも丁寧に指
導しますので、一緒に汗を流しましょう。

■競技／水泳
■対象／小学１～６年生
■活動場所／温水プール「サンパル」
■活動日／毎週水曜日18時～21時
■連絡先／桜川 太郎（☎０２９６‐58‐
●●●●）

桜川スイミングクラブ

児
童
が
活
躍
す
る

ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
を

�

紹
介
し
ま
す

税
に
関
す
る

�

高
校
生
の
作
文

〈
掲
載
例
〉

✿ CONTENTS

02 児童生徒の作品紹介
04 真壁のひなまつりが開催
05 叙勲受章／寄付寄贈
06 文化財防火デー／風水害対応

訓練
07 まちの話題
08 English Day 開催／地域おこし

協力隊の働き方体験ツアー
09 歴史資料館だより№ 114
10 健康ガイド
12 情報ひろば
14 令和８年度　納税・保険料カ

レンダー
15 青木堰報徳会を設立
16 新庁舎建設工事起工式／年長

さんご紹介

【人口】 35,326 人 （ー 70）
【 男 】 17,561 人 （ー 36）
【 女 】 17,765 人 （ー 34）
【世帯】 13,604 世帯（ー 27）

（　　）は対前月増減
常住人口

令和８年２月１日現在

✿ 表　紙

人と人をつむぐ
和の風

真壁真壁
のの

ひなまつりひなまつり

　表紙は、3 月３日まで開催さ
れている真壁のひなまつりで飾
られてる雛飾り（稲葉米穀店）
を撮影しました。
　22 回目の開催となる今回も、
さまざまなイベントが催され、
多くの来訪者で賑わっています

（4 ページに関連記事を掲載して
います）。

人と人をつむぐ和の風
真壁のひなまつり

✿ 桜川市の人口と世帯
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開催
　

２
月
４
日
か
ら
真
壁
の
ひ
な
ま

つ
り
（
真
壁
の
ひ
な
ま
つ
り
実
行

委
員
会
主
催
）
が
開
催
さ
れ
、
賑

わ
い
を
み
せ
て
い
ま
す
。

　

平
成
15
年
２
月
に
、
住
民
の
方

の
「
寒
い
中
、
真
壁
に
来
て
く
れ

た
人
を
も
て
な
そ
う
」
と
い
う
想

い
か
ら
始
ま
っ
た
、
雛
人
形
を
飾

り
来
訪
者
の
お
も
て
な
し
を
す
る

真
壁
の
ひ
な
ま
つ
り
。
当
初
21
軒

だ
っ
た
参
加
者
は
今
で
は
１
０
０

軒
を
超
え
、
期
間
中
多
く
の
方
が

訪
れ
る
催
し
へ
と
成
長
し
ま
し
た
。

　

多
く
の
登
録
有
形
文
化
財
を
有

し
歴
史
あ
る
真
壁
の
町
並
み
と
、

お
ひ
な
様
が
調
和
す
る
、
こ
の
町

な
ら
で
は
の
ひ
な
ま
つ
り
で
す
。

　

22
回
目
の
開
催
と
な
っ
た
今
回

も
、
真
壁
の
町
並
み
に
多
く
の
方

が
訪
れ
、
来
訪
者
は
さ
ま
ざ
ま
な

雛
人
形
と
温
か
い
お
も
て
な
し
に

迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

実
行
委
員
長
の
柳や

な
ぎ
だ田

隆た
か
しさ

ん
は

「
地
元
の
人
と
ふ
れ
あ
い
を
通
し

て
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
」
と

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
に
健
や
か
に
成
長
し
て

欲
し
い
と
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ

た
雛
人
形
。
そ
れ
を
先
人
た
ち
は

大
切
に
受
け
継
い
で
き
ま
し
た
。

真
壁
の
ひ
な
ま
つ
り
の
「
お
も
て

な
し
」
の
心
も
、
大
切
に
受
け
継

が
れ
て
い
き
ま
す
。

真壁真壁ののひなまつりひなまつり―和―和のの風第風第二十二二十二章―章―
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寄　付寄　付

寄
　
贈

寄
　
贈

寄　贈寄　贈

寄
　
付

寄
　
付

明
治
安
田
生
命
保
険
相
互
会
社

つ
く
ば
支
社
（
幸ゆ

き
も
り森
真ま

さ
と人
支
社

長
）
か
ら
、
市
民
の
た
め
に
役

立
て
て
ほ
し
い
と
、
３
０
２，

９
９
８
円
の
寄
付
が
あ
り
ま
し

た
。

株
式
会
社
東
華
（
任に

ん

東と
う
か華
代
表

取
締
役
社
長
）
か
ら
市
の
活
性

化
や
地
域
貢
献
に
役
立
て
て
ほ

し
い
と
、
50
万
円
の
寄
付
が
あ

り
ま
し
た
。

大塚市長に寄付金を手渡す明治安田生命保険
相互会社の皆さん大塚市長に寄付金を手渡す鐘

しょう

賛
さん

娥
え

さん

　

株
式
会
社
ビ
ジ
ネ
ス
ナ
ビ
ゲ
ー

シ
ョ
ン
は
、
田た

な
か中
宏ひ

ろ
ゆ
き征
代
表
取
締

役
の
出
身
地
で
あ
る
市
の
教
育
発

展
に
寄
与
し
た
い
と
い
う
想
い
か

ら
、
令
和
６
年
度
に
６，
５
０
０

万
円
の
寄
付
に
よ
り
市
の
教
育
振

興
へ
貢
献
し
た
こ
と
が
評
価
さ

れ
、今
回
の
受
章
と
な
り
ま
し
た
。

◆
瑞ず

い
ほ
う
そ
う
こ
う
し
ょ
う

宝
双
光
章

　
山や

ま
だ田

　
稔み

の
る

さ
ん

　
元 

大
和
村
立
大
和
中
学
校
校
長

�

（
88
歳
・
真
壁
町
真
壁
地
区
）

　

山
田
さ
ん
は
、
昭
和
35
年
５
月

に
新
治
中
学
校
に
教
諭
と
し
て
着

任
以
来
、
桃
山
中
学
校
教
諭
、
明

野
中
学
校
教
諭
、
千
代
川
中
学
校

教
頭
、
下
館
北
中
学
校
長
な
ど
を

歴
任
し
、
平
成
10
年
３
月
の
退
職

ま
で
、
地
域
の
教
育
振
興
発
展
に

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
氏
は
「
こ
の
度
の
受
章
は
、

教
育
関
係
者
を
は
じ
め
、
皆
さ
ま

の
心
温
か
な
ご
指
導
と
ご
支
援
、

家
族
の
協
力
の
お
か
げ
と
、
深
く

感
謝
し
て
お
り
ま
す
」
と
受
章
の

喜
び
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

◆
旭き

ょ
く
じ
つ
そ
う
こ
う
し
ょ
う

日
双
光
章

　
武た

け
む
ら村

　
実み

の
る

さ
ん

　
　
茨
城
県
建
築
士
会
副
会
長

�

（
71
歳
・
真
壁
町
田
地
区
）

◆
紺こ

ん
じ
ゅ
ほ
う
し
ょ
う

綬
褒
章

　�
株
式
会
社�

 
ビ
ジ
ネ
ス
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン

�

（
東
京
都
）

　

武
村
さ
ん
は
、
昭
和
53
年
か
ら

建
築
士
と
し
て
建
物
の
設
計
や
工

事
監
理
を
手
掛
け
、
茨
城
県
建
築

士
会
副
会
長
、
景
観
審
議
会
副
会

長
、
都
市
計
画
審
議
会
長
な
ど
を

歴
任
。
建
築
技
術
の
継
承
を
図
り

な
が
ら
、
建
築
設
計
監
理
業
の
振

興
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

同
氏
は
「
こ
の
よ
う
な
栄
誉
を

受
け
、
大
変
光
栄
に
思
っ
て
お
り

ま
す
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
多
く
の

皆
さ
ま
の
ご
支
援
の
賜
物
だ
と
深

く
感
謝
し
て
お
り
ま
す
」
と
受
章

の
喜
び
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

同
氏
は
「
こ
の
よ
う
な
栄
誉
あ

る
章
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
将
来
を
担
う
子

ど
も
た
ち
の
教
育
環
境
の
充
実
に

役
立
て
て
も
ら
い
た
い
で
す
」
と

受
章
の
喜
び
を
話
し
て
い
ま
し

た
。

　
高
齢
者
叙
勲
・
秋
の
叙
勲
・
秋
の
褒
章
が
内
閣
府

　
高
齢
者
叙
勲
・
秋
の
叙
勲
・
秋
の
褒
章
が
内
閣
府

か
ら
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

か
ら
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
受
章
の
栄
誉
を
受
け
ら
れ
た
方
を
紹
介
し
ま
す
。

　
受
章
の
栄
誉
を
受
け
ら
れ
た
方
を
紹
介
し
ま
す
。

叙
勲
・
褒
章
の
受
章

叙
勲
・
褒
章
の
受
章

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す



ペット火葬は  北つくば農協葬祭のペットセレモニー

ご家族が安心してお見送りできるようお手伝いさせていただきます
まずはお電話ください。丁寧に分かりやすくご説明いたします。

ペットがなくなった!
どうしたらいいの?

その他の地域の方はご相談ください。

ご家族が安心して
お見送りできるよう

心から
信頼いただき

まごころ込めた
おもてなし
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１
月
18
日
に
真
壁
町
真
壁
地
区

で
、
第
72
回
文
化
財
防
火
デ
ー
に

伴
う
防
火
訓
練
及
び
防
災
対
策
講

演
会
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
文
化
財
防
火
デ
ー
」
と
は
、

昭
和
24
年
に
法
隆
寺
金
堂
壁
画
が

焼
損
し
た
１
月
26
日
を
、
全
国
的

に
文
化
財
防
火
運
動
を
展
開
し
防

火
意
識
の
高
揚
を
図
る
日
と
し
て

国
が
定
め
た
も
の
で
す
。

　

今
年
の
防
火
訓
練
で
は
、
消
火

活
動
訓
練
に
加
え
、
真
壁
町
真
壁

地
区
に
設
置
さ
れ
て
い
る
住
民
一

人
で
も
操
作
が
可
能
な
「
易
操
作

性
消
火
栓
」
を
、
実
際
に
住
民
一

人
ひ
と
り
に
操
作
し
て
い
た
だ
く

　

１
月
19
日
、
桜
川
市
役
所
で
、

風
水
害
を
想
定
し
た
災
害
対
策
本

部
・
災
害
警
戒
本
部
の
運
営
訓
練

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

近
年
、
全
国
各
地
で
豪
雨
災
害

が
相
次
い
で
い
る
こ
と
を
踏
ま

え
、
本
訓
練
で
は
、
実
災
害
さ
な

が
ら
の
緊
張
感
の
中
で
、
本
部
運

営
能
力
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
、
警
戒
段
階
か
ら
災
害
対
応

段
階
へ
移
行
す
る
過
程
に
お
け
る

判
断
や
情
報
共
有
の
あ
り
方
を
確

認
し
ま
し
た
。

　

訓
練
は
、
事
前
に
内
容
を
知
ら

せ
な
い
「
ブ
ラ
イ
ン
ド
型
の
状
況

訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
防
災
対
策
講
演
会
で

は
、
市
の
委
託
に
よ
り
伝
統
的
建

造
物
群
保
存
地
区
の
防
災
対
策
に

関
す
る
調
査
研
究
を
担
当
さ
れ
て

い
る
、
国
士
舘
大
学
の
横よ

こ
う
ち
は
じ
め

内
基
教

授
か
ら
、
身
近
な
防
災
対
策
に
つ

い
て
研
究
報
告
を
兼
ね
た
講
演
が

あ
り
、
参
加
者
は
皆
、
熱
心
に
耳

を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
今
後
も
文
化
財
保
護

の
た
め
、
消
防
団
や
筑
西
広
域
消

防
本
部
と
連
携
し
、
文
化
財
防
火

運
動
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

実際に触れて操作方法を確認

警察署、消防署が同席で情報共有

講演会では、火災が起こりやすい場所などを分かりやすく
説明

�

■
問
合
先
／
文
化
財
課
（
☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
代
表
）

付
与
方
式
」
で
行
わ
れ
、
気
象
情

報
や
被
害
情
報
、
住
民
対
応
に
関

す
る
情
報
が
次
々
と
付
与
さ
れ
る

中
、
各
部
局
が
連
携
し
な
が
ら
対

応
を
検
討
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
は
新
た
に
災
害
警

戒
本
部
を
含
め
た
訓
練
と
し
、
警

戒
段
階
か
ら
の
情
報
集
約
や
意
思

決
定
の
流
れ
に
つ
い
て
も
確
認
し

ま
し
た
。

　

参
加
し
た
職
員
か
ら
は
「
判
断

の
難
し
さ
を
実
感
し
た
」「
平
時

の
備
え
や
役
割
分
担
の
重
要
性
を

改
め
て
認
識
し
た
」
と
い
っ
た
声

が
聞
か
れ
、
課
題
と
成
果
を
確
認

で
き
る
訓
練
と
な
り
ま
し
た
。

�

■
問
合
先
／
防
災
課
（
☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
代
表
）

�

文
化
財
防
火
デ
ー

�

風
水
害
対
応
訓
練
を
実
施

歴
史
的
建
造
物
を
守
る
た
め
に

～
判
断
と
連
携
を
試
す
～災害対応力を高めるために

■1�警戒段階からの備え � �
被害が出る前から、判断と準備ができるか。

■2�情報をつなぐ力 � �
集めた情報を整理し、判断につなげられるか。

■3�本部移行の連携 � �
警戒本部から災害対策本部へ円滑に移れるか。

■4�人命最優先の判断 � �
迷った場面で、守る軸を共有できるか。
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岩
瀬
東
中
学
校
で
、
郷
土
に
つ

い
て
学
ぶ
「
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の
里
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
一
環
と
し
て
、

磯
部
地
区
に
ゆ
か
り
の
あ
る
謡
曲

「
桜
川
」
の
鑑
賞
・
体
験
会
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
約
１
７
０
名
の
生
徒
が

参
加
。
日
立
市
文
化
少
年
団
能
楽

部
・
向
洋
会
（
後う

し
ろ
だ田
洋よ

う
こ子
代
表
）

が
舞
や
演
奏
を
披
露
し
た
後
、
生

徒
は
太
鼓
や
面
の
指
導
を
受
け
、

伝
統
文
化
に
触
れ
る
貴
重
な
機
会

と
な
り
ま
し
た
。

「
絶
好
調
男
」
中
畑
清
さ
ん
講
演
会
　
開
催

太鼓の指導を受ける生徒たち1月17日

真
壁
高
校
生
徒
に
よ
る�

�

「
桜
川
の
サ
ク
ラ
」
調
査
結
果
報
告
会
開
催

厄
を
払
い
招
福
発
展
を
祈
願
す
る�

�

鴨
鳥
五
所
神
社
節
分
祭

岩
瀬
東
中
学
校
が�

�
謡
曲
「
桜
川
」
鑑
賞
・
体
験
会
を
実
施

2月3日

12月15日

1月27日

　
　

鴨
鳥
五
所
神
社（
大
泉
地
区
）

で
節
分
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
祭
り
は
、
毎
年
節
分
に
一

年
の
招
福
発
展
を
祈
願
す
る
た
め

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

参
加
者
に
は
、
お
守
り
の
頒
布

や
お
菓
子
な
ど
が
振
舞
わ
れ
、
祭

り
の
最
後
に
は
、
厄
を
払
い
福
を

招
く
豆
ま
き
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

植う
え
き木
武た

け
ひ
さ久
大
泉
区
長
は
、「
地

域
で
受
け
継
が
れ
て
い
る
伝
統
的

な
行
事
で
あ
り
、
今
後
も
続
け
た

い
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

真
壁
高
校
農
業
・
環
境
緑
地
科

環
境
緑
地
コ
ー
ス
の
生
徒
に
よ
る

「
桜
川
の
サ
ク
ラ
」
樹
木
調
査
結

果
報
告
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
事
業
は
、
国
の
天
然
記
念
物

に
指
定
さ
れ
て
い
る
「
桜
川
の
サ

ク
ラ
」
に
つ
い
て
調
査
を
す
る
も

の
で
、
平
成
28
年
度
か
ら
継
続
的

に
実
施
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

生
徒
を
代
表
し
て
佐さ

と
う藤
柊し

ゅ
う
と斗
さ

ん
は
「
こ
れ
か
ら
も
桜
川
の
サ
ク

ラ
に
関
心
を
持
っ
て
い
き
た
い
」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

豆をまき厄を払い福を招くよう祈願 調査結果を報告した真壁高校の皆さん

　

桜
川
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

「
さ
く
ら
す
」
で
常
陽
銀
行
の
後

援
会
で
あ
る
常
桜
会
の
主
催
に
よ

り
、
元
プ
ロ
野
球
の
中な

か
は
た畑
清き

よ
しさ
ん

の
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
会
で
は「
長
嶋
監
督
と
私
」

を
テ
ー
マ
に
自
身
の
経
験
談
を
話

し
、
来
場
者
は
熱
心
に
聞
き
入
っ

て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
講
演
会
の

最
後
に
は
質
疑
応
答
の
時
間
が
設

け
ら
れ
、
参
加
し
た
児
童
か
ら
は

様
々
な
質
問
が
寄
せ
ら
れ
会
場
は

盛
り
上
が
り
を
見
せ
ま
し
た
。

児童にスイングのポイントを伝授する中畑さん
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小林隊員と参加者の交流

講師を務める清田隊員

　

１
月
16
～
18
日
と
２
月
６
～
８

日
に
「
好
き
を
活
か
し
た
協
力
隊

の
働
き
方
体
験
ツ
ア
ー
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ツ
ア
ー
は
２
泊
３
日
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
、
現
在
活
動
中
の
隊

員
が
現
地
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と

な
り
、
地
域
の
方
々
に
ご
協
力
い

た
だ
き
な
が
ら
、
実
際
に
市
内
で

活
動
す
る
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

働
き
方
や
、
市
で
の
暮
ら
し
ぶ
り

を
体
験
す
る
も
の
で
す
。

　

１
月
は
５
名
が
参
加
さ
れ
、
小

林
隊
員
を
現
地
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
と
し
て
、
ア
ウ
ト
ド
ア
好
き

を
活
か
し
た
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
や
里
山

保
全
の
活
動
に
つ
い
て
学
び
ま
し

た
。
実
際
に
里
山
保
全
の
活
動
を

　市内小・中・義務教育学校において、English Day を開催しました。この取り組みは、ＡＬＴ（外国
語指導助手）との触れ合いを通して、児童生徒が英語や異文化に興味を持ち、英語学習に意欲的に取り
組むことを目的として昨年度より実施しています。
　当日は、市内小・中・義務教育学校に勤務しているＡＬＴ６名が、買物や道案内など日常生活で直面
しそうな４つのブースを設定し、生徒たちは分かれて活動を行いました。生徒は、英語の時間に学習し
たことを基に、グループで協力しながら、実際に英語を使ってやりとりをしました。「話せた」喜びや、

「伝わる」楽しさを感じることができました。

EEnngglliisshh  DDaayy 開催
� ■問合先／教育指導課（☎ 58 -５１１１・75 -３１１１代表）

見
学
し
て
い
た
だ
き
、
地
域
の
実

情
を
体
感
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

２
月
は
７
名
が
参
加
さ
れ
、
清

田
隊
員
を
現
地
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
と
し
て
、
自
身
が
運
営
す
る

地
域
メ
デ
ィ
ア
「
花
筏
さ
く
ら
が

わ
」
か
ら
、
情
報
発
信
に
向
け
た

企
画
や
発
信
術
を
講
義
し
、
地
域

メ
デ
ィ
ア
を
運
営
す
る
際
の
心
構

え
や
テ
ク
ニ
ッ
ク
に
つ
い
て
、
実

際
の
取
材
体
験
な
ど
を
通
し
て
学

ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。
参
加
者
は

「
桜
川
市
の
暮
ら
し
を
体
験
し
て
、

市
に
更
に
興
味
が
わ
い
た
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
地
域
お
こ
し
協
力
隊
や

地
域
の
方
々
と
連
携
し
な
が
ら
、

様
々
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
展
開
し
て

い
き
ま
す
。

�

■
問
合
先
／
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
課
（
☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
代
表
）

�

働
き
方
体
験
ツ
ア
ー
を
開
催

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

英語のみで道案内や注文を行う生徒たち
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糖尿病専門医・内分泌代謝科専門医

県西糖尿病内分泌内科クリニック
院長 槌田 武史

診療時間 月 火 水 木 金 土

午前 8:30 -12:30 〇 〇 〇 〇 〇 14：00まで

午後 14:30 -18:30 ／ 〇 〇 ／ 〇 日・祝休診

筑西市成田678番地（筑西警察署斜め向かい） 電話：0296-48-9609
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真
壁
町
古
城
に
所
在
す
る
真
壁

城
跡
は
、
平
成
６
年
（
１
９
９
４

年
）
に
国
史
跡
の
指
定
を
受
け
ま

し
た
。
現
在
は
こ
れ
ま
で
に
行
っ

て
き
た
発
掘
調
査
の
成
果
に
基
づ

い
て
整
備
工
事
を
進
め
て
い
ま

す
。

　

発
掘
調
査
に
よ
り
、
真
壁
城
は

室
町
時
代
の
後
半
に
築
城
さ
れ
た

こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。
そ
し

て
、
戦
国
時
代
の
終
わ
り
に
か
け

て
様
々
な
改
修
が
施
さ
れ
、
現
在

み
ら
れ
る
よ
う
な
大
規
模
な
城
郭

へ
と
発
展
し
て
い
っ
た
こ
と
が
分

か
っ
て
き
ま
し
た
。

　

歴
史
資
料
館
で
は
、
９
月
30
日

（
水
）
ま
で
、
真
壁
城
跡
に
関
す

る
企
画
展
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

企
画
展
で
は
、
発
掘
調
査
に
よ
り

判
明
し
た
真
壁
城
跡
の
構
造
や
変

遷
を
分
か
り
や
す
く
示
す
と
と
も

歴
史
資
料
館
だ
よ
り

史
資
料
館
だ
よ
り

文
化
財
課

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

No.114
教育委員会文化財課
文化財グループ
（�☎58-5111･75-3111代表）

第
17
回
企
画
展
「
真
壁
城
跡
、
発
掘
の
現
在
―
。

�
～
発
掘
成
果
か
ら
読
み
解
く
真
壁
城
の
構
造
と
変
遷
～
」
開
催
開
催

に
、
出
土
し
た
多
く
の
資
料
の

中
か
ら
、
興
味
深
い
品
々
を
一

挙
に
展
示
し
ま
す
。
今
回
の
資

料
館
だ
よ
り
で
は
、
そ
の
中
の

お
す
す
め
を
い
く
つ
か
紹
介
し

ま
し
ょ
う
。

　

１
つ
目
は
、
漆
器
の
椀
や
皿

で
す
。
発
掘
調
査
で
出
土
す
る

も
の
と
い
う
と
、
土
器
や
石
器

を
思
い
浮
か
べ
る
と
思
い
ま
す

が
、
こ
れ
は
土
器
や
石
器
な
ど

が
残
り
や
す
い

素
材
だ
と
い
う

理
由
が
あ
り
ま

す
。
対
し
て
、

木
製
の
道

具
は
長
い

年
月
の
間
に

腐
っ
て
な

く
な
っ
て

し
ま
う
こ
と

が
多
い
の
で
、
あ
ま
り
出
土
し
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
水
の
中
や
泥
の

中
に
埋
ま
っ
て
い
る
と
、
腐
ら
ず

に
現
代
ま
で
残
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
こ
う
し
て
偶
然
残
っ
た
木
の

道
具
の
う
ち
、
漆
器
の
椀
や
皿
な

ど
を
展
示
し
て
い
ま
す
。
漆
器
に

は
赤
や
黒
の
漆
が
色
鮮
や
か
に
残

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

２
つ
目
は
、
サ
イ
コ
ロ
と
盤
双

六
の
駒
で
す
。
サ
イ
コ
ロ
は
白
い

石
を
削
っ
て
作
ら
れ
、
現
代
の
も

の
と
同
じ
く
、
１
の
目
の
反
対
側

は
６
、
２
の
反
対
側
は
５
、
３
の

反
対
側
は
４
に
な
っ
て
い
ま
す
。

盤
双
六
の
駒
の
方
は
土
器
の
破
片

を
削
っ
て
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

盤
双
六
と
は
、
２
人
で
遊
ぶ
も

の
で
、
盤
上
に
置
か
れ
た
15
個
の

駒
を
ど
ち
ら
が
先
に
全
て
ゴ
ー
ル

さ
せ
る
か
を
競
う
ゲ
ー
ム
で
す
。

現
代
の
双
六
と
は
違
い
、

バ
ッ
ク
ギ
ャ
モ
ン
と

呼
ば
れ
る
ゲ
ー

ム
に
近
い
も
の

で
し
た
。
盤
双

六
は
飛
鳥
時
代
に
は

日
本
に
伝
わ
り
、

広
く
遊
ば
れ
て

い
ま
し
た
が
、

し
ば
し
ば
禁
止
令

が
出
さ
れ
る
ほ

ど
、
人
々
が
熱
中

し
す
ぎ
る
ゲ
ー
ム

だ
っ
た
よ
う
で
す
。
真
壁
城
に

い
た
人
た
ち
も
こ
の
サ
イ
コ
ロ

を
振
っ
て
盤
双
六
に
興
じ
て
い

た
の
で
し
ょ
う
。

　

企
画
展
で
は
こ
の
他
に
も
珍

し
い
資
料
を
た
く
さ
ん
展
示
し

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ

い
。

漆器の椀や皿

サイコロと盤双六の駒



稲川優子税理士事務所
桜川市西飯岡475-2

安心と笑顔を未来へつなぐ

☏0296ｰ73ｰ6363
E-mail ina-tax.ceo@tkcnf.or.jp
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■問合先／健康推進課　☎0296‐75‐3159（直通） � 4
令和8年４月からの予防接種について
①RSウイルスワクチン（妊婦）
　4月から定期接種になります。4月1日以降に接種した場合のみ、助成の対象と�
なります。
■対象者／令和8年4月1日現在、妊娠28週0日～ 36週6日の間の妊婦
※対象者には、お知らせを郵送または直接お渡しする予定です。
　詳細は、市ホームページをご覧ください。

②高齢者肺炎球菌（ワクチン）
　定期接種で使用されるワクチンが「23価肺炎球菌ワクチン」から� �
「20価肺炎球菌結合型ワクチン」に変更となります。
■対象者：65歳の方
※対象者の方には、65歳の誕生日の翌月に予診票などを送付しています。
　詳細は、市ホームページをご覧ください。

詳しくは
コチラ▶

詳しくは
コチラ▶

●●休日当番医　�診療時間／9時～12時、13時～16時　　受付時間／9時～11時 30分、13時～15時 30分

診療日 医療機関名 住所 連絡先
4月 5日（日） なかはら整形外科医院 真壁町飯塚496‐1 ☎ 0296‐23‐9955

4月 12日（日） 仁保内科医院 真壁町真壁425 ☎ 0296‐23‐8088

4月 19日（日） 上の原病院 上野原地新田159‐2 ☎ 0296‐75‐3130

4月 26日（日） 平島医院 岩瀬198 ☎ 0296‐75‐2510

4月 29日（水） 田崎内科医院 真壁町田268‐6 ☎ 0296‐55‐2511

●●３月の休日診療 休日当番医の変更
３月22日（日）の休日当番医が、年度当初の予定から変更になります。ご注意ください。
【変更後】３月22日（日）　平島医院（岩瀬198）　☎0296‐75‐2510

●●各種相談（要予約）

子育て相談（精神保健福祉士による個別相談・1人１時間程度）
日時 4月17日（金）　①10時～②11時～ 会場 岩瀬福祉センター

総合健康相談

日時 4月14日（火）　10時～11時30分 会場 乳幼児相談・・・こども家庭センターさくらっこ
上記以外・・・岩瀬庁舎

〰
何
度
か
ら
が
発
熱
？

　

平
熱
に
関
わ
ら
ず
、
医
学
的
に

は
37
・
5
℃
以
上
を
発
熱
と
定
義

し
て
い
ま
す
。
小
児
で
は
体
温
測

定
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
重
要
で
、
起

床
後
や
活
動
後
、
入
浴
後
、

啼て
い
き
ゅ
う
じ

泣
時
な
ど
は
体
温
が
上
が
り
や

す
く
、
一
時
的
に
37
・
5
℃
以
上

と
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
場
合
は
、
お
子
さ

ん
を
落
ち
着
か
せ
、
薄
着
に
し
た

り
空
調
で
環
境
を
整
え
た
う
え

で
、
１
時
間
ほ
ど
経
っ
て
か
ら
再

度
体
温
を
測
定
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
れ
で
も
37
・
5
℃
以
上
が
続
く

場
合
は
、
発
熱
の
始
ま
り
と
考
え

て
よ
い
で
し
ょ
う
。

〰
夜
間
・
休
日
の�

�
�

緊
急
受
診
は
必
要
？

　

小
児
の
体
調
不
良
時
に
、
夜
間

や
休
日
の
緊
急
受
診
が
必
要
な
例

は
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。
高
熱
が

あ
っ
て
も
元
気
が
あ
り
、
飲
水
や

排
尿
が
あ
り
、
嘔
吐
や
下
痢
が

あ
っ
て
も
現
在
は
よ
く
眠
っ
て
い

る
場
合
に
は
、
翌
日
や
休
日
明
け

の
受
診
で
十
分
な
こ
と
が
多
い
で

す
。

　

夜
間
・
休
日
の
受
診
は
ご
家
族

の
負
担
と
な
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
不
安
な
場
合
に
は「#8000

」

な
ど
の
電
話
相
談
を
利
用
す
る
の

も
一
つ
の
方
法
で
す
。
日
本
小
児

科
学
会
の
一
般
向
け
情
報
ペ
ー
ジ

も
参
考
に
な
り
ま
す
。

〰
検
査
は
必
要
？

　

症
状
が
軽
い
場
合
で
も
、
血
液

検
査
や
画
像
検
査
、
感
染
症
検
査

を
希
望
さ
れ
る
方
は
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
無
症
状
で
も
不

安
か
ら
ア
レ
ル
ギ
ー
検
査
を
希
望

さ
れ
る
ご
家
族
も
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
。

　

小
児
科
専
門
医
は
、
年
齢
や
症

状
、
経
過
、
流
行
状
況
、
検
査
の

メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
な
ど
を

総
合
的
に
判
断
し
、
必
要
な
検
査

を
適
切
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
行
う
よ

う
心
掛
け
て
い
ま
す
。
検
査
を
受

け
る
の
は
お
子
さ
ん
本
人
で
あ
る

点
も
重
要
で
す
。

〰
抗
菌
薬（
い
わ
ゆ
る
抗
生
剤
）�

�

は
必
要
？

　

小
児
の
か
ぜ
の
原
因
の
大
半
は

ウ
イ
ル
ス
で
、
抗
菌
薬
は
効
果
が

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
抗
菌

薬
が
必
要
と
な
る
症
例
は
限
ら
れ

ま
す
。

　

不
要
な
使
用
は
副
作
用
や
耐
性

菌
の
原
因
と
な
る
た
め
、
安
易
な

使
用
は
推
奨
さ
れ
ま
せ
ん
。

〰
ま
と
め

　

小
児
科
診
療
は
、
身
体
の
不
調

だ
け
で
な
く
発
達
や
生
活
面
な
ど

多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。
ご
家

族
の
不
安
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、

小
児
科
専
門
医
と
し
て
の
視
点
を

大
切
に
し
た
診
療
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。
ど
う
ぞ
遠
慮
な
く
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

さくらがわ地域医療センター小児科医長 / 勝
か つ べ

部 奈
な つ こ

都子 医師
（日本小児科学会専門医、日本アレルギー学会専門医）

小児科医が伝えたい
子どもの発熱子どもの発熱とと受診受診のの考え方考え方

●小児科の午前の一般外来を「予約制」で再開します。
　お子さまのアレルギーなどに関しても、お気軽にご相談ください。
■診療時間　�発熱外来／月曜～土曜（9 時～ 12 時） 

一般外来／�月曜～土曜（9 時～ 12 時）（要予約） 
月曜・水曜・第 2・第 4 金曜（14 時～ 17 時）

■問合せ・予約先／さくらがわ地域医療センター（☎ 0296-54-5100）

さくらがわ地域医療センター小児科からのお知らせ



桜川市役所代表電話番号　☎ 0296-58-5111・75-3111

2027卒の方は、
マイナビ2027から▼

中途採用ご希望の方は、お電話
またはホームページより▼

スミハツの技術が
未来の交通インフラと
産業機械を支えています

未
来
に
誇
れ
る
仕
事
を

 

一
緒
に
し
ま
せ
ん
か
？

相続相談受付中
LINEからもご予約いただけます完全予約制です
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無
料
相
談

無
料
法
律
相
談

　

財
産
・
相
続
・
借
地
・
金
銭
貸

借
契
約
・
離
婚
問
題
な
ど
、
法
律

に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
弁
護

士
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■
日
時
／
３
月
25
日
（
水
）
10
時

～
12
時

■
予
約
開
始
／
３
月
17
日
（
火
）

９
時
～

■
会
場
／
真
壁
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
対
象
／
市
内
在
住
で
、
先
着
５

名
（
１
人
20
分
程
度
）

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
桜
川
市
社

会
福
祉
協
議
会
（
☎
０
２
９
６‐

70‐４
４
１
０
）

で
申
し
込
み

■
そ
の
他
／
詳
し
く
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先
／
生
活
環
境
課
（
☎
58

‐５
１
１
１
・
75‐３
１
１
１
代

表
）

●

●

●

●

●

筑
北
環
境
衛
生
組
合�

�
�

会
計
年
度
任
用
職
員

事
務
職

■
募
集
人
数
／
１
名

■
任
用
期
間
／
令
和
８
年
４
月
１

日
～
９
月
30
日

※
更
新
の
可
能
性
あ
り

■
勤
務
場
所
／
筑
北
環
境
衛
生
組

合■
業
務
内
容
／
一
般
事
務
、
現
場

作
業
な
ど

■
勤
務
時
間
／
８
時
30
分
～
16
時

30
分
（
週
５
日
勤
務
）

■
休
日
／
土
・
日
、
祝
日

■
報
酬
／
時
給
１，
２
６
０
円

■
通
勤
手
当
／
通
勤
距
離
に
応
じ

て
支
給

■
申
込
方
法
／
履
歴
書
（
写
真
添

付
）
を
持
参
、
ま
た
は
郵
送

■
申
込
期
限
／
３
月
19
日
（
木
）

必
着

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
筑
北
環
境

衛
生
組
合
（
〒
３
０
９‐

１
２
２
２ 

桜
川
市
長
方

お
知
ら
せ

桜
川
市
高
等
職
業
訓
練�

�
�

促
進
給
付
金

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
親
が
、
就
職

に
有
利
で
生
活
の
安
定
に
役
立
つ

資
格
を
取
得
す
る
た
め
、
養
成
機

関
な
ど
で
６
か
月
以
上
修
業
す
る

場
合
に
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

　

受
給
希
望
の
方
は
、
支
給
要
件

や
対
象
資
格
を
確
認
す
る
た
め
、

３
月
中
に
事
前
相
談
が
必
要
で

す
。
希
望
す
る
方
は
お
問
い
合
せ

く
だ
さ
い
。

　

支
給
要
件
や
支
給
額
な
ど
、
詳

し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

■
対
象
資
格
／
看
護
師
、
准
看
護

師
、
保
育
士
、
介
護
福
祉
士
、
作

業
療
法
士
、
理
学
療
法
士
、
歯
科

衛
生
士
、
美
容
師
、
社
会
福
祉
士
、

製
菓
衛
生
師
、
調
理
師
な
ど

■
問
合
せ
・
相
談
・
申
請
先
／
児

童
福
祉
課
（
☎
０
２
９
６‐75‐

３
１
５
６
直
通
）

●

●

●

●

●

紙
お
む
つ
購
入
費
助
成
の�

�
�

申
請
期
限
は
３
月
31
日

　

在
宅
で
介
護
を
受
け
て
い
る
方

へ
の
紙
お
む
つ
購
入
費
助
成
の
申

平
沢
林
道
の
車
両
通
行
止
め

　

山
桜
見
学
車
両
の
交
通
渋
滞
に

よ
る
事
故
や
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
を
防

ぐ
た
め
、
混
雑
が
予
想
さ
れ
る
３

月
20
日
（
金
・
祝
）
か
ら
４
月
19

日
（
日
）
の
期
間
は
、
平
沢
林
道

が
車
両
通
行
止
め
に
な
り
ま
す
。

ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

■
車
両
通
行
止
め
区
間

■
問
合
先
／
商
工
観
光
課
（
☎

０
２
９
６‐55‐１
１
５
９
直

通
）

募

集

初
心
者
向
け
ス
マ
ホ
教
室

　

Google

ア
プ
リ
やLINE

ア
プ

リ
を
活
用
し
た
い
方
に
お
す
す
め

１
２
４
５ 

☎
０
２
９
６‐75‐

２
５
３
３
）

●

●

●

●

●

桜
川
市
結
婚
相
談
員

　

市
の
結
婚
支
援
活
動
を
サ
ポ
ー

ト
し
て
く
だ
さ
る
結
婚
相
談
員
を

募
集
し
ま
す
。
結
婚
を
希
望
す
る

方
々
と
の
面
談
な
ど
を
通
じ
て
、

温
か
な
ご
縁
を
つ
な
ぐ
お
手
伝
い

を
し
て
い
た
だ
け
る
方
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

■
内
容
／
結
婚
希
望
者
と
の
相
談

対
応
、
マ
ッ
チ
ン
グ
活
動
支
援
、

そ
の
他
関
連
業
務

■
募
集
要
件
／
20
歳
以
上
で
地
域

の
結
婚
支
援
活
動
に
関
心
の
あ
る

方■
募
集
人
員
／
若
干
名

■
委
嘱
期
間
／
２
年
間
（
再
任
を

妨
げ
な
い
）

■
申
込
方
法
／
履
歴
書
（
写
真
添

付
）
を
持
参
ま
た
は
郵
送

■
申
込
期
限
／
３
月
19
日
（
木
）

■
そ
の
他
／
面
談
を
実
施
し
ま

す
。

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
生
活
環
境

課
（
〒
３
０
９‐１
２
９
２ 

桜

川
市
岩
瀬
64‐
２ 

☎
58‐

５
１
１
１
・
75‐３
１
１
１
代
表
）

請
期
限
が
近
づ
い
て
い
ま
す
。
期

限
を
過
ぎ
ま
す
と
助
成
対
象
外
と

な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

■
対
象
者
／
市
内
在
住
で
市
税
な

ど
に
滞
納
が
な
く
、
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
65
歳
以
上
の
方

・�

介
護
保
険
法
に
よ
る
要
介
護
区

分
が
要
介
護
度
３
以
上
の
方

・�

要
介
護
度
２
で
、
認
知
症
高
齢

者
の
日
常
生
活
自
立
度
判
定
基

準
Ⅲ
ａ
以
上
の
方

・�
当
該
認
定
さ
れ
た
方
と
同
等
と

認
め
ら
れ
た
方

※�

認
定
日
の
翌
月
か
ら
対
象

■
助
成
内
容
／
３
万
６
千
円
（
３

か
月
ご
と
に
９
千
円
）を
上
限
に
、

令
和
７
年
度
購
入
分
の
紙
お
む
つ

（
テ
ー
プ
式
、
パ
ン
ツ
式
ど
ち
ら

も
可
）
お
よ
び
尿
取
り
パ
ッ
ド
の

購
入
費
を
助
成

■
申
請
方
法
／
紙
お
む
つ
な
ど
を

購
入
し
た
際
の
領
収
書
や
レ
シ
ー

ト
を
持
参
の
う
え
申
請

※�

初
回
申
請
時
は
、
通
帳
な
ど
振

込
口
座
の
分
か
る
も
の
を
持
参

■
申
請
先
／
高
齢
福
祉
課
（
岩
瀬

庁
舎
）、
総
合
窓
口
課
（
大
和
・

真
壁
庁
舎
）

■
問
合
先
／
高
齢
福
祉
課
（
☎

０
２
９
６‐73‐４
５
１
１
直

通
）

●

●

●

●

●

の
基
本
操
作
が
学
べ
ま
す
。

■
日
時
／
3
月
18
日
（
水
）
14
時

～
16
時

■
会
場
／
真
壁
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
内
容
／
基
本
講
座（
音
声
検
索
、

翻
訳
機
能
、LINE

の
友
達
追
加
、

メ
ッ
セ
ー
ジ
の
確
認
や
送
信
方
法

な
ど
）

■
対
象
／
市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
方

■
定
員
／
15
名
（
先
着
順
）

■
参
加
費
／
無
料

■
申
込
方
法
／
電
話
ま

た
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
申
し
込
み

■
申
込
期
限
／
3
月
17
日
（
火
）

■
注
意
事
項
／
本
講
座
は
、
ス
マ

ホ
持
参
と
な
り
ま
す
。
レ
ン
タ
ル

は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
問
合
先
／
企
画
課
（
☎
58‐

５
１
１
１
・
75‐３
１
１
１
代
表
）

●

●

●

●

●

ち
ょ
い
飲
み
交
流
会
参
加
者

■
日
時
／
３
月
19
日
（
木
）
18
時

30
分
～
20
時

■
会
場
／
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

「
さ
く
ら
す
」

■
対
象
／
20
歳
以
上
で
独
身
の
方

■
定
員
／
30
名
（
超
え
た
場
合
は

抽
選
）

■
参
加
費
／
１，
０
０
０
円

■
申
込
方
法
／
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

●

●

●

●

●

納
期
限
／
３
月
31
日（
火
）

国
民
健
康
保
険
税�

随
時

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料�

随
時

介
護
保
険
料�

随
時

　
税
・
保
険
料
は
納
期
限
内
に
納
め

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
納
め
忘
れ
が
な
く
簡
単
で

便
利
な
口
座
振
替
制
度
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

３
月
納
期
の�

�

税
・
保
険
料

　

令
和
７
年
12
月
15
日
か
ら
令
和

８
年
１
月
13
日
ま
で
の
間
、
当
案

へ
の
意
見
募
集
を
行
っ
た
結
果
、

２
名
の
方
か
ら
８
件
の
意
見
の
提

出
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
意

見
を
適
宜
要
約
し
、
概
要
を
ま
と

め
ま
し
た
の
で
公
表
し
ま
す
。

■
意
見
の
概
要

・�

関
連
施
設
と
の
連
携
に
つ
い
て

の
意
見
／
１
件

・�

Ａ
Ｒ
ア
プ
リ
の
導
入
に
つ
い
て

の
意
見
／
１
件

・�

史
跡
の
周
辺
施
設
に
つ
い
て
の

意
見
／
１
件

・�

道
路
案
内
看
板
に
つ
い
て
の
意

見
／
１
件

・�

土
塁
の
復
元
や
自
転
車
観
光
客
、

城
跡
の
景
観
向
上
な
ど
、
観
光

に
つ
い
て
の
意
見
／
3
件

・�

地
区
の
区
分
に
つ
い
て
の
意
見

／
１
件

※�

詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先
／
文
化
財
課
（
☎
58‐

５
１
１
１
・
75‐３
１
１
１
代
表
）

「
史
跡
真
壁
城
跡
保
存
活

用
計
画（
案
）」に
対
す
る

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の

実
施
結
果

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト



スタッフ・入居利用者様募集中スタッフ・入居利用者様募集中

私たちと一緒に働きませんか？私たちと一緒に働きませんか？
☎0296-75-2509☎0296-71-6888 社会福祉法人上の原学園

〒309-1226　茨城県桜川市上野原地新田159-1　担当：杉山・宮田〒309-1226　茨城県桜川市上野原地新田154-4　　担当：益子

社会福祉法人
特別養護老人ホーム上の原

14さくらがわ　2026.3.1

月
別 税目等 期別 納期限

４
月

固定資産税 1期

4月30日（木）
国民健康保険税 随時

後期高齢者医療保険料 随時

介護保険料 1期（暫定）
随時

５
月 軽自動車税 全期 6月１日（月）

６
月

市県民税 1期
6月30日（火）

介護保険料 2期（暫定）

７
月

固定資産税 2期

7月31日（金）国民健康保険税 1期

後期高齢者医療保険料 1期

８
月

市県民税 2期

8月31日（月）
国民健康保険税 2期

後期高齢者医療保険料 2期

介護保険料 3期

９
月

国民健康保険税 3期
9月30日（水）

後期高齢者医療保険料 3期

月
別 税目等 期別 納期限

10
月

市県民税 ３期

11月2日（月）
国民健康保険税 ４期

後期高齢者医療保険料 ４期

介護保険料 ４期

11
月

固定資産税 ３期

11月30日（月）国民健康保険税 ５期

後期高齢者医療保険料 ５期

12
月

国民健康保険税 ６期

12月25日（金）後期高齢者医療保険料 ６期

介護保険料 ５期

１
月

市県民税 ４期
令和9年
2月1日（月）国民健康保険税 ７期

後期高齢者医療保険料 ７期

２
月

固定資産税 ４期

令和9年
3月1日（月）

国民健康保険税 ８期

後期高齢者医療保険料 ８期

介護保険料 ６期

３
月

国民健康保険税 随時
令和9年
3月31日（水）後期高齢者医療保険料 随時

介護保険料 随時

令和８年度
納め忘れがなく、簡単で便利な口座振替をご利用ください。

納納税税・保険・保険料料カレンダーカレンダー

※�市県民税の特別徴収（給与などからの天引き）は、6月分から翌年5月分までの 12か月で徴収します。
毎月翌月の10日が納期限です。
※�カレンダー記載以外にも、随時課税などが発生することがあります。発生した場合は、個別にご連絡し
ます。納期限はその都度設定されます。

■問合先
　・市県民税・固定資産税・軽自動車税／収税課（☎ 0296‐58‐5621 直通）
　・国民健康保険税・後期高齢者医療保険料／国保年金課（☎ 0296‐75‐3125 直通）
　・介護保険料／介護保険課（☎ 0296‐75‐3158 直通）



リハビリハート総合介護ケアセンターリハビリハート総合介護ケアセンター
理学療法士 本橋 寛樹理学療法士 本橋 寛樹

介護・リハビリの
ご相談や見学0296-73-6965

土曜・祝日も営業

【茨城県指定】地域リハビリ・ステーション
・通所介護（ 3時間・1日・送迎あり）
・居宅介護支援（ケアマネージャー）

【茨城県指定】地域リハビリ・ステーション
・通所介護（ 3時間・1日・送迎あり）
・居宅介護支援（ケアマネージャー）

桜川市西桜川2-18-5
国道50号沿い 茨城トヨタさんとなり

15 さくらがわ　2026.3.1

　

青
木
堰ぜ

き

報
徳
会
（
大お

お
ぜ
き関

隆り
ゅ
う
じ司

会

長
）
は
、
江
戸
時
代
に
荒
廃
し
て

い
た
桜
川
市
の
旧
青
木
村
で
「
青

木
堰
」
を
再
建
し
て
以
前
の
豊
か

な
村
に
復
興
さ
せ
た
二に

の
み
や宮
尊そ

ん
と
く徳
の

偉
業
を
学
び
後
世
に
伝
え
、
地
域

社
会
に
活
か
す
こ
と
を
目
的
と
し

て
令
和
７
年
に
地
域
の
盛
り
上
が

り
に
よ
り
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
会
は
、
二
宮
尊
徳
の
思
想
を

学
ぶ
学
習
会
の
開
催
や
、
全
国
で

開
催
さ
れ
る
報
徳
サ
ミ
ッ
ト
へ
の

参
加
、
功
績
を
称
え
て
建
立
さ
れ

た
顕
彰
碑
が
あ
る
二
宮
公
園
の
美

化
活
動
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
２
月
８
日
に
は
青
木
農

村
集
落
セ
ン
タ
ー
で
「
尊
徳
の
事

蹟
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
当
日
は
多
く
の
方
が

来
場
し
、
講
師
の
話
し
に
熱
心
に

聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

二
宮
尊
徳
と
は
…

　

報
徳
思
想
（
至
誠
・
勤
労
・

分
度
・
推
譲
）
を
基
本
と
し
、

実
践
す
る
こ
と
を
報
徳
仕
法
と

し
て
広
め
、
飢
饉
や
災
害
な
ど

で
貧
し
か
っ
た
各
地
の
村
や
藩

を
復
興
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

青
木
堰
報
徳
会
は
現
在
、
40
名

で
活
動
し
て
お
り
、
一
緒
に
活
動

し
て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
市
の
誇
り
で
あ
る
二
宮

尊
徳
の
偉
業
を
後
世
に
伝
え
て
い

け
る
よ
う
、
楽
し
く
学
び
な
が
ら

活
動
し
ま
せ
ん
か
。

　

ま
ず
は
活
動
を
見
学
す
る
こ
と

も
可
能
で
す
の
で
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
青
木
堰
報

徳
会
事
務
局 

大お
お
ぜ
き関
（
☎
０
９
０-

５
４
１
４-

０
０
９
１
）

桜川に建つ青木堰

桜川市学芸員による講演会

二宮公園（青木地区）の美化活動

会の方針を討議する役員会 設立総会記念講演

青
木
堰
報
徳
会
を

設
立

会
員
募
集
中

―
二
宮
尊
徳
の
偉
業
を
後
世
に
―
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新庁舎建設工事起工式 を 実施

� 市ホームページ▶

大
好
大
好
き
な
お

き
な
お
茶茶
のの
時
間
時
間

　
朝
い
つ
も
元
気
に
園
庭

を
走
り
回
る
子
ど
も
達
も
、

お
茶
室
に
入
る
と
背
す
じ

が
ピ
ン
っ
と
伸
び
ま
す
。

　
お
茶
室
で
は
正
し
い
姿

勢
の
習
得
や
日
本
文
化
の

作
法
を
学
ん
で
い
ま
す
。

お
茶
と
一
緒
に
い
た
だ
く
、

甘
い
こ
ん
ぺ
い
と
う
が
子

ど
も
達
は
大
好
き
。日
常
の

「
動
」
と
お
茶
室
の
「
静
」。

心
を
静
か
に
し
て
落
ち
着

い
て
過
ご
す
。こ
ん
な
和
の

時
間
も
大
切
に
で
き
る
心

の
ゆ
と
り
を
こ
れ
か
ら
も

育
ん
で
ほ
し
い
で
す
ね
。

　１月 30日、大和庁舎敷地内の新庁舎建設予定地で起工式が行われ、大塚市長をはじめ市の執行部、県議会
議員、市議会議員や関係者約 50名が出席し、建設工事の安全と無事を祈願しました。
　市長はあいさつで「新庁舎は防災機能の強化や、来庁者に分かりやすい動線計画とすることで利便性の向上
に努めます」と述べられました。
　今後は、令和 10年 1月に新庁舎を岩瀬支所・真壁支所と併せて開庁。その後、
既存の大和西庁舎の解体工事と東庁舎の改修工事に着手し、令和 11年 1月頃
に議会棟が開庁となる予定です。
　建設工事の様子は市ホームペー
ジにて定期的にお知らせします。
工事期間中は市民の皆様にご不便
をおかけしますが、新たな市役所
の誕生を楽しみにお待ちください。

� ■問合先／公共施設建設課（☎ 58 -５１１１・75 -３１１１代表）

鳥瞰イメージパース 鍬入れを行う大塚市長

星星のの宮幼保園宮幼保園
いるかいるか組組

幼保連携型幼保連携型
認定認定こどもこども園園
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